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おっほんシート 

読書センターとしての機能 
 

 

 

■図書局員による企画 
  「ブックラポン!!」と題し、スタンプ数によ

りくじが引ける、局員手作りの景品（豆本）

が当たるという企画を行った。はずれでも、

しおりがもらえること、またスタンプカード

がうまれば、特別貸出カードをもらえること

から、来館者数の増加、貸出の促進につなが

り、様々なジャンルの本を手に取る機会とな

った。また、局員による掲示物も作成した。 

 

 

 
 
■図書館オリエンテーション 
  学校図書館を利用する際のルールやマナ

ーを理解してもらうため、新１年生を対象に

オリエンテーションを行っている。 

  図書館の本の並び方について、日本十進

分類法のきまりが使われていることを説明

し、資料なども渡して、学校図書館への理解

をより深める活動を行っている。 

学習センターとしての機能  

 

■教科や特別活動での使用 
  国語科との連携を図り、学校祭活動など

で日常的に図書館を活用している。２年生

国語のブックトークの学習に関連して、紹

介図書を展示し、貸出を促した。 

      

 

 

 

 

 

 

■学習に関わる本の設置 
  学習において興味・関心の高い本を集め

たコーナーを設置している。学習のアドバ

イス本や受験情報誌は、関心が高く、まと

めて借りていく生徒もいる。また、複数で

話し合い、活用している姿が見られる。 

  国語や道徳の教材図書は、優先して購入

し、学習の深まりにつながるようにしてい

る。 

 

 

■特集コーナーの開設 
行事に合わせて、その情報をより詳しく

知ることができる本を紹介したり、生徒が

日常生活の中で興味・関心をもっているも

のを特集したりするなどして、生徒にぜひ

手に取ってほしい本を集めたコーナーを

開設し、定期的に入れ替えている。 

 

 

 

 

 

 

 

■懇談期間の保護者向け開放 
  地域への学校図書館開放の取組として、

懇談期間に保護者へ向けた図書館の開放

を行った。 

  図書に親しみ、読書について家庭で話題

にする機会につながると思われるため、今

後も継続したい。 


